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Ⅰ 消防技術及び消防団員等の資質向上を図るための事業 
（公益目的事業１） 

 
 消防団員等が火災や災害から地域住民を守り、安全安心な地域社会を作り上げるため

に必要とされる消防技術の向上、消防の団結強化、士気の高揚を図ることを目的に以下

の事業を実施した。 
 
１ 消防操法訓練大会事業 
（１）北海道消防操法訓練大会 
   消防団員の消防操法技能の向上と士気の高揚を図り、消防活動の充実強化を促進

するため、北海道と共催で実施し、出場隊に対する支援を行った。 
    実施日      令和元年７月１９日（金） 
    実施場所     北海道消防学校屋外訓練場 
    実施種目     小型ポンプ操法 
    出場団      １２団 
    参加人員     約１，０００名 
（２）第２４回全国女性消防操法大会 
   全国消防操法大会に出場した消防団に対し助成金を交付し支援を行った。 
    実施日      令和元年１１月１３日（水） 
    実施場所     横浜赤レンガ倉庫イベント広場（神奈川県横浜市） 
    出場隊      音更町女性消防隊 
    結果等      団体表彰：敢闘賞 
 
２ 消防研修事業 
（１）消防団員指導員研修 
   各地域における消防力の強化を目的とし、北海道（消防学校）の協力を得て消防

団員指導員研修会を開催し、消防団員の指導者を養成した。 
    実施日      令和元年１１月５日（火）～７日（木） 
    実施場所     北海道消防学校 
    参加人員     ３１名 
（２）講習会の開催、助成及び講師派遣 

① 消防団員現地教育訓練 
    消防団員の資質向上を図るため、北海道（消防学校）と関係機関及び消防本部

の協力を得て、消防団員に対する現地教育訓練を実施した。 
     実施箇所     １２箇所 

② 「新時代に対応した消防団運営のあり方に関する講座」の開催 
    日本消防協会及び総務省消防庁と連携し、団員数の減少・高齢化等の諸問題に

対応するための研修会を開催し、消防団の充実強化を図った。 
     実施日     令和２年２月２８日 
     実施場所    音更町（十勝地方支部） 
     参加人員    ５０名 
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  ③ 消防職員の研修 
    防災指導の強化及び円滑な消防行政の推進を図るため、全国消防長会北海道支

部が実施する消防職員の研修に対し支援を行った。 
   また、災害時における人命救助技術の向上を図るため、全国消防協会北海道地

区支部が実施する消防職員に対する救助技術の訓練と指導に対し支援を行った。 
  ④ 女性防火クラブ員の研修 
    女性防火クラブ員の資質の向上と活動能力等の向上を図るため、研修会を実施

した。（詳細は公益目的事業Ⅱに記載） 
  ⑤ 各種研修会への講師の派遣 
    北海道（消防学校）及び各地方支部等が主催する消防団員研修会へ講師を派遣

し、消防団の現状等の説明を行うとともに、消防団員の資質の向上を図った。 
（３）日本消防協会等が主催する研修会等への参加費の助成 

日本消防協会等が主催する研修会等に参加する消防団員等に対し参加経費の 
助成を行い、研修を通じた消防団員等の資質の向上と活動能力の向上を図った。 
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Ⅱ 防火意識の向上と思想普及のための各種啓発活動を行う事業 
（公益目的事業２） 

 
 防火防災意識の向上と防火防災思想の普及促進を図り、消防団等の士気の高揚と団結

強化を推進するため、以下の事業を実施した。 
 
１ 消防大会事業 
（１）北海道消防大会 

第７１回北海道消防大会を網走市において開催し、当協会の各種表彰及び日本消 
防協会の表彰披露並びに消防団活動事例発表等を行い、団結の強化と士気の高揚、

防火防災意識の向上を図った。 
    実施日    令和２年１１月１日（金） 
    実施場所   網走市総合体育館 
    参加人員   ２，２７１名 
（２）表 彰 

 消防職・団員の士気の高揚を図るため、優良消防機関の表彰並びに優良消防職・

団員の功績（功労）及び勤続表彰を行うとともに、消防に関する理解と協力を高め、

もって一般住民の防災意識の高揚を図るため、火災予防住民組織である女性（婦人）

防火クラブ、幼年・少年消防クラブ及び消防業務の運営に貢献のあった民間協力団

体等に対し表彰、感謝状の贈呈を行った。 
 【定例表彰】 

① 消防団表彰（３団） 
    ・ 表彰旗      網走地区消防組合網走消防団 
               岩見沢地区消防事務組合岩見沢消防団  
               美幌・津別広域事務組合美幌消防団  
  ② 消防職・団員表彰（２，７６６名） 
    ・ 栄光章         １名 
       稚内地区消防事務組合稚内消防団  団長 能 任 清 志 

・ 功績章       ３０９名 
    ・ 特別功績章     ２５０名 
    ・ 勤続章     ２，２０６名 
  ③ 優良消防関係団体表彰（９団体） 
    ・ 幼少年消防クラブ（７クラブ） 
       栄 東 ひ の ま る 少 年 消 防 ク ラ ブ（札幌市） 
       幌 向 保 育 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ（岩見沢市） 
       北 村 幼 年 消 防 ク ラ ブ（岩見沢市） 
       女 満 別 幼 年 消 防 ク ラ ブ（大空町） 
       東 藻 琴 幼 年 消 防 ク ラ ブ（大空町） 

女 満 別 少 年 消 防 ク ラ ブ（大空町） 
   東 藻 琴 少 年 消 防 ク ラ ブ（大空町） 
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    ・ 女性（婦人）防火クラブ（２クラブ） 
       上ノ国町婦人防火クラブ 
       旭川市桜岡地区女性（婦人）防火クラブ 
  ④ 個人感謝状 
    ・ 本会退任役員              ２１名 
    ・ 永年勤続（３５年以上）職団員夫人   ３００名 
       ※ 退任役員感謝状は、その他目的事業において支出しています。 
（３）全国女性消防団員活性化大会 
   全国の女性消防団員との相互交流を図るとともに、各地域における活動状況の報

告等を通し、消防団の活動を活性化させ地域防災の充実強化を図るため、第２５回

全国女性消防団員活性化青森大会へ参加した。 
    実施日      令和元年９月１９日（木）～２０日（金） 
    実施場所     新青森県総合運動公園青い森アリーナ 

「マエダアリーナ」（青森県青森市） 
    参加者      ２，６４７名 
    うち北海道参加者    ４８名 
 
２ 消防殉職者慰霊祭事業 
   北海道殉難消防員慰霊祭 
   殉難消防員慰霊祭を６月に札幌市において開催し、火災や災害等の活動により 

職に殉じた消防団員、消防職員又は防火防災活動に協力して死亡した一般の人々 
の功績を称え、その遺徳を偲ぶとともに、防火防災意識の高揚と消防活動で再び 
死亡事故を起こさないための意識の啓発を図った。 

    実施日      令和元年６月２８日（金） 
    実施場所     京王プラザホテル札幌 
    参列人員     約２００名 
 
３ 防火啓発、災害支援の推進、消防設備の充実強化事業 
（１） 防火啓発事業 

① 防火ＤＶＤ等の活用促進 
    火災予防思想の普及啓発のため、防火ＤＶＤ・ビデオの無料貸出を行った。 
      延べ ３９ヶ所 １０２枚 
  ② 着ぐるみ等防火啓発物品の貸出 

 各地域で行われる防火行事等へ着ぐるみ等の防火啓発物品を貸出し、地域住民

の防火意識向上に向けた啓発活動に対し支援を行った。 
      延べ ６５ヶ所へ貸出し 
  ③ 着ぐるみの購入 

      防火・防災普及啓発に努めるため貸出している着ぐるみが運用開始から５年

以上経過していることから、更なる普及啓発のため１体を更新した。 
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 ④ 少年婦人（女性）防火協議会育成強化対策事業 
・ 女性防火クラブ地区大会の開催 

女性防火クラブ胆振地区大会を１０月５日、伊達市において開催し、民間防

火組織の育成強化と防火思想の普及啓発を図った。 
 参加者   女性防火クラブ関係者等９７名 

  ⑤ 女性防火クラブ連絡協議会育成強化事業 
   ・ 総会、理事会の開催 

    北海道女性防火クラブ連絡協議会の理事会及び総会を下記により開催した。 
        理事会：令和元年５月２３日（木） 

令和元年９月３０日（月） 
        総 会：令和元年９月３０日（月） 

  参加者   女性防火クラブ指導者等１４０名 
   ・ 全道女性防火クラブ指導者研修会 

全道女性防火クラブ指導者研修会を９月３０日、札幌市において開催し、ク

ラブ指導員の防火意識と資質の向上を図った。 
  参加者   女性防火クラブ指導者等１４０名 

   ・ 各種研修会への参加 
     全道の女性防火クラブ員を、日本防火・防災協会等が主催する各種研修会に

参加させ資質の向上を図った。 
      ・全国女性防火クラブの集い（日本防火・防災協会） 
          実施日     令和元年１０月２８日（月） 
          実施場所    東京都 
          参加者     女性防火クラブ員３名 
   ・ 「北の安心だより」の発行 

    「北の安心だより」を４，０００部発行し、全道女性防火クラブ員へ配布し

てクラブ員の防災意識の向上を図った。 
  ⑥ 「防火・防災」に関する作品コンクール 

   若年層の防火意識の向上と併せ、消防団に対する興味を持たせることにより、

将来的な団員の確保に資することを目的に、北海道と共催で全道の小中学生を対

象とした、「防火・防災」に関する作品コンクールを実施した。 
     【北海道消防協会長賞】 
      （作文小学生の部）  下川町立下川小学校  ４年 松田 琉聖 
      （作文中学生の部）  該当なし 
      （絵画小学生の部）  中川町立中川小学校  ５年 加藤 三佳 
      （絵画中学生の部）  当麻町立当麻中学校  ３年 山崎 美晴 
     【北海道少年婦人（女性）防火協議会長賞】 
      （作文小学生の部）  芦別市立芦別小学校  ４年 石戸谷心夏 
      （作文中学生の部）  該当なし 
      （絵画小学生の部）  下川町立下川小学校  ５年 岩田 大輝 
      （絵画中学生の部）  北斗私立上磯中学校  １年 和田万希波 
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⑦ 消防団ＰＲパネル展の開催 

    北海道と共催で消防団ＰＲパネル展を道内２地区で開催し、消防団をＰＲし

消防団員増加に対する意識付けを行ったほか、防災パネル展を掲示し一般住民

に対する防火啓発を行った。 
        ５月２７日（月）～５月２９日（水） 札幌市 

２月 ９日（日）          八雲町      
   ⑧ 防火ポスターの配布 
      火災予防運動にあたり、全日本消防人共済会の作成したポスターを消防機

関に配布し、防火意識の向上と防火普及啓発を図った。 
 
   ⑨ 北海道消防団応援プロジェクトの推進 

   消防団や団員への支援を通じ消防団活動の活性化に資するため、北海道と連

携し、道内を挙げて消防団を応援する「北海道消防団応援プロジェクト」の推

進に取り組み、消防団を中核とした地域防災力の充実強化を図った 

    ・ 消防団応援の店事業 

      北海道と連携し、飲食店等の事業所の協力を得て実施する消防団員に対す

る商品価格の割引等のサービスの提供を通じ、消防団員の活動の支援を行っ

た。 

       【消防団応援の店の登録状況】  ６７市町村 ４５３事業所 

                      （令和２年３月３１日現在） 

 
４ 北海道消防新聞事業 
  北海道消防新聞を毎月発行して、会員及び消防関係機関並びに一般住民へ配布し、

防火意識の向上と防火普及啓発を図るとともに、消防職団員に対する消防に関する情

報の提供を行った。 
 
５ 消防に関する調査研究事業 
   ・消防団員数等調査 
     消防団員確保対策等に資するため、消防団員数等の調査を実施した。 
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Ⅲ その他の事業（相互扶助事業） 

（その他事業） 
 
１ 消防互助事業 
（１）相互扶助事業 
   消防団員及び消防職員の福利厚生事業として見舞金の給付等を行った。 
        香 典          ３９件   ３，９００，０００円 
        供 花          ３０件     ３８２，１００円 
        弔 電          ２９件      １５，１０８円 
        罹災見舞金         ５件     ４８０，０００円 
        傷痍見舞金         １件      １０，０００円 
（２）本会役員等に対する顕彰事業 
   本会役員を退任された２１名の方々に対し楯を贈り顕彰した。 
（３）消防殉職者遺族会事業 
   北海道消防殉職者遺族会の運営を援助するとともに、遺族交流会の開催、会報の

発行（３００部）などを通じ遺族の福祉増進を図った。 
 
２ 消防団加入促進事業 
  消防団員の減少傾向に歯止めをかけ、活動をより活性化させるため、消防団が実施

する地域の実情に即した取り組みに対し支援行った。 
（１） 消防団活性化対策事業 

全道各地で消防団が実施する地域の実情に即した消防団の活性化に向けた取り

組みを推進するため、消防団活性化対策交付金を交付した。 
・イベントの開催、広報用グッズの作成、広報紙・パンフレットの作成等 

   ・交付額  １１，３２８，３００円（H30.10 定数 37,761 名×300 円） 
 
３ 地方支部推進事業 
（１）地方支部交付金 
    地方支部交付金を交付し、地方支部が実施する事業の円滑かつ積極的な推進を

図った。 
   ・交付額  １，９１９，８４０円（加入者数 23,998 名×80 円） 
（２）地方支部事務局長会議 
    地方支部事務局長会議を札幌市において開催し、本会と各地方支部との連携強

化を図った。 
     開催日：令和元年５月３１日（金） 参加者：１４地方支部 １６名 
（３）研修会等への出席 
    各地方支部が行う研修会等へ出席し、本会事業の説明を行い本会事業に対する

周知を行った。 
 
４ 日本消防協会が実施する共済事業等 
   日本消防協会との連携を緊密化し、関連事業の効果的な推進に努めた。 
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Ⅳ 会議の開催等 
 

１ 北海道消防協会役員等会議 
（１）正副会長会議 
   ６月７日、６月２８日、７月１９日、１０月３１日 
   このほか５月１６日に正副会長打ち合わせ会議を開催 
（２）理事会・評議員会 
   ① 平成３１年度第１回定例理事会    令和元年 ６月 ７日（金） 
   ② 平成３１年度定時評議員会      令和元年 ６月２８日（金） 
   ③ 平成３１年度第２回定例理事会    コロナウイルス感染症対策のため中止 

④ 平成３１年度第１回臨時評議員会   したことに伴い書面による決議を実施 
                        （令和２年３月１９日（木）） 
（３）地方支部長会議 
   ３月１９日に開催予定だったが、コロナウイルス感染症対策のため中止 
 
２ 日本消防協会役員等会議 
（１）日本消防協会正副会長会議 
   ６月１３日、９月１１日、１月２９日、３月２日  平井会長出席 
（２）日本消防会館建設運営委員会 
   ６月１３日、９月１１日、１月２９日、３月２日  平井会長出席 
（３）消防団員確保対策等委員会 
   ３月２日  平井会長出席 
（４）日本消防協会理事会 
   ６月１４日、９月１２日、３月３日  平井会長、能任副会長出席 
（５）福祉共済事業等運営委員会 
   ５月２２日、２月１８日  能任副会長出席 
（６）全日本消防人共済会理事会 
   ６月１４日、９月１２日、１月２９日、３月２日  平井会長出席 
（７）日本消防協会評議員会・全日本消防人共済会総代会 

６月１４日  平井会長、能任副会長、武山副会長、坂口副会長、 
有賀副会長、本間副会長出席 

３月 ３日  平井会長、能任副会長、坂口副会長、有賀副会長、 
本間副会長出席 

（８）都道府県消防協会事務局長会議 
   ２月２５日  事務局員出席 
 
 
 
 
 
 

 


